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部門 新築 建物種別 建築物（非住宅）

建物名称 所在地 東京都江東区

用途 事務所/集会所/ホテル 延床面積 95,881 ㎡

設計者 株式会社竹中工務店 施工者 株式会社竹中工務店

事業期間 平成21年度～平成23年度

参考図

概評

連続するスキップフロアで構成するメガスパイラルオフィスとし、スロープによる移動を誘発することで
エレベータ利用等を抑制する工夫や、フロア周囲のボイド、ライトウェルによる自然エネルギーの活用
など、建築計画的な工夫には新規性が見られる。併せて、輻射併用空調や在室検知による照明・空
調システムを導入し、快適性を確保しつつ環境選択可能なオフィス空間を創出している点も注目され
る。このように、中高層のオフィスビルにおいて、建築計画的な工夫に基づいて知的生産性の向上と
省CO₂との調和を図るモデルを指向する点は高く評価できる。運用後の検証と関連データの公表を要
望したい。

（仮称）明治安田生命新東陽町ビル
省CO₂推進事業

明治安田生命保険相互会社

事業
概要

提案
概要

本建築計画の最大の特徴は、中層建物の内部に配された大規模なボイドと、ボイドを中心に1/4フロ
アずつスキップしながらスパイラル状に連続する「メガスパイラルオフィス」である。本建物は、建築・設
備計画の融合を図った環境装置として徹底した省CO₂を図ると共に、自然との｢交感｣によって感性が
豊かになった働く人々のコミュニケーションの活性化･プロダクティビティの向上を実現する。このプロ
ジェクトは自然と一体化することで省CO₂を推進し、都心では出来ない新たなる近都心型のオフィスの
典型として普及していくべき雛形を提示する。

（仮称）明治安田生命新東陽町ビル

スパイラルオフィス（連続するスキップフロア）

東西コア配置

・外皮負荷ﾐﾆﾏﾑ化

・近隣への視線抑制

南北の深い庇･自然換気口

・自然換気による省CO2

・外皮負荷ﾐﾆﾏﾑ化
・近隣への視線抑制

スパイラル・ボイド

ボイドによる自然利用の最大化

・自然光の導入
・換気塔として自然換気促進

コミュニティ・ボイド

連続するスキップフロア

・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ活性化

・ﾌﾚｷｼﾋ ﾘ゙ﾃｨ向上

NN

遮光･反射スクリーンﾗｲﾄｳｪﾙ

(屋外)

ファサードに

空調機を設置

ライトウェル側面のスクリーンにて
下層階まで自然光を導入

＜スパイラル・ボイド、コミュニティ・ボイド＞

吹抜を自然換気のﾙｰﾄとして使用
(ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝと自然との交感を促進)

大屋根にて雨水を集水し
トイレの洗浄水として使用

外構緑化･既存樹木の移設

駐車場には透水性舗装を採用ヒートアイランド防止に貢献

吹抜部は半屋外(熱的ﾊﾞｯﾌｧ)

と位置づけ空調負荷低減

吹抜上部から温度差換気にて熱気を排気

高効率熱源･蓄熱ｼｽﾃﾑ･ﾌﾘｰｸｰﾘﾝｸﾞ
大温度差送水･変流量

深い庇とLow-Eｶﾞﾗｽによる
外皮負荷低減とﾍﾟﾘﾒｰﾀﾚｽ

ｸｰﾙﾋﾞｽﾞ対応の輻射併用空調ｼｽﾃﾑ
ﾗｲﾄﾋﾞｽﾞに対応する照明制御ｼｽﾃﾑ
在室検知による空調･照明制御

BEMS導入

ﾗｲﾄｳｪﾙ

自然換気口
(中央監視より遠隔制御)

働く人々が開放可能な
外部ﾊﾞﾙｺﾆｰと一体化したｵﾌｨｽ
(働く人々の判断で自然換気)

屋上に太陽光発電パネルを設置 ＜コミュニティ･ボイド＞
ソーラーチムニーから
温度差換気にて排気を促進

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ給湯ｼｽﾃﾑ

屋上緑化

吹抜上部のルーバーにて直射日射を遮蔽




